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 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
。／
逆に言うならば，『いる』ためには，その場に慣れ，
 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
そこにいる人たちに安心して，身を委
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ねられないといけない」
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とする態度






























































































































































・ ・ ・ ・
仕方，つまり人間が，コミュニケーションにとってかかわっているとされる仕
方，伝統的な用語法にしたがえば，人間が『パースン』として扱われる仕方に他ならない」
（Luhmann［1995］ 2018b：242＝ルーマン［村上訳］ 2007： 208。傍点はルーマン。ただし訳
は一部改変）。いいかえれば，包摂は，コミュニケーションのプロセスにおいて「それぞれ





2018a： 142＝ルーマン［村上訳］ 2007a： 127）と定義し，コミュニケーションにかかわる人
間が自らの「パースン」に照らして行動することによって「行動の思いがけなさを注意深く
分配できるように仕向ける」（Luhmann［1995］ 2018a： 143＝ルーマン［村上訳］ 2007： 129）
ものと捉える。いいかえれば，社会システムにおいて個々の人間に向けられる諸期待の複合
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
としての個別の人間その人
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
を指し示すものを「パースン」と呼んでいる（Luhmann　1984： 




















てくる」（Luhmann［1995］ 2018a： 143-144＝ルーマン［村上訳］ 2007： 129）。
ところで，ルーマンは，コミュニケーションそのものは直接には観察できず，観察できる
のは行為のみであるとしている。「コミュニケーションは，直接には観察されえないのであ




・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
」（Luhmann　
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“The Inclusion of the Person” as “Being Together”:
A Study on “Inclusion” Pursued by community-based integrated care
HONDA, Toshiaki 
In medical care and social welfare, “being” is in the spotlight. From the perspective of Tohata and 
Interpersonal relationship, “being” is seen as “being together”. “Being together” is understood from 
the communication system theory that “inclusion of person”, in other words, “sender” status in 
communication is compensated and guaranteed. The meaning of “in a familiar area” and “to be what 
I am” which is the main motif of community-based integrated care, is that patients and client are 
included as “persons” as “senders” of communication.
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